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教科又は教職科目

「特別支援教育概論」

教育学部 立入 哉

１．授業の目的

本講義は，特別支援教育の現状を知り，障害児

・者の正しい理解と認識を深めるとともに，特別

支援教育の本質及び，目標と今日的課題を理解で

きることを目的としている。

多様な障害に関する知識と，それらの特別な支

援を必要とした幼児・児童・生徒に対する授業を

考えることができる思考，またこれらの特別な支

援を必要とした幼児・児童・生徒と適切なコミュ

ニケーションを行うことができる技能，今後，特

別な支援を必要とした幼児・児童・生徒に携わろ

うと思える意欲と関心，さらに特別支援教育を内

包した教育としての教育に携わる教員しての態度

を獲得することを目標としている。

２．授業の内容

授業は下記の流れと内容で実施した．

１）「障害」を見る視点１

２）「障害」を見る視点２

３）「障害」を見る視点３

４）「障害」を見る視点４

５）介護等体験の概要

６）視覚障害児の教育

７）聴覚障害児の教育

８）知的障害児の教育

９）自閉性障害児の教育

10）肢体不自由児の教育

11）学習障害児の教育

12）特別支援教育と医学の接点

13）注意欠陥多動性障害児の教育

14）重度重複障害児の教育

15）特別支援教育と学級経営

16）最終試験

目的と内容の一致度

学びたいことが学べたか

難易度とスピード

資料の選択と量・質

教員の熱意と工夫

評価の方法

意欲的に取り組む

関心や興味が湧いたか

教員として役立つか

強く思わない 思わない どちらでもない 思う 強く思う

図：受講生対象のアンケート結果
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３．今年度の改善点

今年度は，受講生が増えることが予想されたた

め，昨年度まで不評だった狭い教室（大講義室）

をやめ，共通教育のグリーンホールで開講するこ

とにした。また，遅刻の規定が厳密でない，出欠

席がきちんと取られていない，私語が多いといっ

た課題が挙げられていた。このため，座席指定制

とし，かつ同じ課程の学生が近い場所にならない

よう，列ごとに課程が異なる学生が座るようにす

るなど，様々な改善を行った。

４．評価

図に受講生を対象に行ったアンケートの結果を

掲載した。おおむね高い評価であったが，「評価

の方法」については，最終試験をマークシートで

行う，各授業担当者によって評価方法が様々など，

多人数・オムニバス講義ゆえの問題を指摘された

と考えている。

自由記述欄には，「生きていく上で必ず出会う

何かしらの障害への対処の仕方や理解について学

べた」「普段気にも留めなかったことを日常生活

の中で気に留めるようになった」「それぞれの教

員が専門的な内容を熱意を持って講義してくれ，

印象深かった」「最初にビデオを見たり，振り返

りをすることがあり，後半の学習につなげること

ができた」「この講義の内容はどれも新鮮で，か

つ教員になった時に役立つ内容だった」「障害児

に対する指導が障害を持たない子どもに対する指

導に活かせると知り，熱心に学べた」「特別支援

教育には全く関心がなかったが，自分の考えが変

わるほど，勉強になった」「障害者と関わる機会

がほとんどなかったため，この講義は興味深く身

になるものであった」「ディスカッション形式の

時間は他の学生と話をすることができ，有意義

だった」といった授業に対する肯定的な意見が多

かった一方で，「プリントの穴埋めや話だけで終

わる回もあり，もっと映像などを取り入れて欲し

かった「資料の中には配布する必要がないような

ものもあり，もっと選択して欲しいと思った」「介

護等体験を受けた先輩の感想を聞きたかった」「授

業時間の終わり時間ギリギリになったときの内容

がわかりにくかった」「毎回，講義者が変わるの

は良いが，同じことを何度も聞くことになった」

「少し極端な意見もあり，すべての学習者に配慮

しているとは思えなかった」「資料が各教員でバ

ラバラだったので，もう少しまとまったレジメに

して欲しい」といった意見も見られた。

評価の方法については，「最終試験がちょっと

難しすぎます」「授業は考え方を変えさせるもの

だったのに，最終試験が知識や暗記を問う内容で

残念だった」「テストの難易度と資料の難易度に

差がある」「小テストを行っても，返却されない

ので間違っていたのかわからず学習にならなかっ

た」といった意見があり，課題があることがわかっ

た。

また，「出席をカードでピピッとするタイプに

したら，出席取りが楽になると思う」「寝ている

人が多いのは静かで良いが，私語や遅刻者がいて，

気が散った」「暖房が効きすぎ，暑かった」「プリ

ントや解答用紙の配布をきちんとやって欲しい」

「出席を取るタイミングや時間をより明確にして

ほしい」といった解決したと思われた事項につい

ても，指摘があった。

５．総合評価

昨年と比較して，様々な連で点で実施方法を改

善したつもりだったが，受講者数が２３３名に

なっており，多人数ゆえの問題がより顕在化して

いることは否めない。特に評価については，２３

３人の成績をどのように処理すれば良いのかとい

う課題があり，根本的な解決には，そもそも２ク

ラスに分け受講者を半分にするなど抜本的な解決

方法しかないようにも思える。

一方，遅刻，出席の管理には来年度からは電子

的な方法を採用することを考えねばならないと感

じた。技術的な方法など解決方法を考えたい。


